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The recognition of piano playing skills required for preschool and nursery teachers： 
An analysis of students’ responses to a questionnaire 
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大学 4 年生 44 名（回収数 44 名，回収率 100％） 
大学 2 年生 165 名（回収数 163 名，回収率 98.7％） 
短大 2 年生 84 名（回収数 81 名，回収率 98.4％） 
 
●対象学生の履修科目 












 大学 2 年生 伴奏法と弾き歌い 
「伴奏法と弾き歌い」は「教科器楽基礎」の合格者が履修できる科目である。従って，
履修経験年数は 1 年である。 




          
●対象学年の実習経験； 
大学 4 年生 幼稚園実習（全員）保育所実習（保育士課程履修者のみ） 
 大学 2 年生 実習経験なし 
 短大 2 年生 保育所実習（全員） 
           
●実施時期，平成 29 年 7 月 11 日（火）～7 月 21 日（金） 









 Ⅳ歌の伴奏については，どちらがより必要だと思いますか？ （コード伴奏と楽譜通りの伴奏） 
 Ⅴ子どもの動きを導く，また動きに合わせる演奏や動物を表現するような即興演奏は，ピアノ技能 
  レベルの高い人の方が低い人より優れていると思いますか？ 
 Ⅵ大学では，ピアノ教則本（バイエルやブルグミュラー等）を使ってピアノ技能を高め 

















半数以上の学生がボランティアを経験しているが，大学 2 年生については約 3 分の 1 の学生しかボラ
















































半数以上の学生がボランティアを経験して が，大学 2 年生については約 3 分の 1 の学生しかボラ


































 ③ 学生時代に修得しておくべきピアノ技能はどのレベルまでが必要だと思いますか？ 
結果は「ブルグミュラー25 の練習曲修得レベル」と回答した学生が最も多く，全体では 74％（各













 ④ 歌の伴奏については，どちらがより必要だと思いますか？ 
 
結果は「コードネームを用いた伴奏」「どちらかといえばコードネームを用いた伴奏」と回答した


















11% 71% 18% 0%
9% 73% 18% 0%


















年生 68％ 大学 2年生 76％ 短大 2年生 77％）であった。大学 2年生と短大2年生はほぼ同じ割合，




また，「あまり関係ないと思う」「全然関係ないと思う」と回答した学生は全体で 25％（大学 4 年生
32％ 大学 2 年生 24％ 短大 2 年生 23％）であった。大学 2 年生と短大 2 年生の割合はほぼ同じで















と回答した学生が全体の 56％（大学 4 年生 32％ 大学 2 年生 61％ 短大 2 年生 56％）を占め，そ
れに対して，「ピアノの技能を高める授業の方がどちらかといえば重要」「ピアノの技能を高める授業
の方がより重要」と回答した学生は，全体で 2％（大学 4 年生 1％ 大学 2 年 1％ 短大 2 年生 4％）
18% 64% 16% 2%
12% 39% 45% 4%













41% 27% 27% 5%
40% 36% 20% 4%



























 ⑦ 弾き歌いでは歌唱力と伴奏力のどちらが重要だと思いますか？ 
 
結果は，「歌唱力がより重要」「どちらかといえば歌唱猟が重要」と回答した学生は，全体の 43％（大
学 4 年生 32％ 大学 2 年生 47％ 短大 2 年生 41％），「どちらも同じくらい重要」と回答した学生は
全体の 45％（各学年の内訳は表 7 の通り）「どちらかといえば伴奏力が重要」「伴奏力がより重要」と














5% 27% 66% 2% 0%
18% 43% 38% 1% 0%
















7% 25% 55% 11% 2%
9% 38% 43% 10% 0%



















































47% 33% 15% 5%「ない」と回答
41% 28% 26% 5%「ある」と回答
より優れていると思う やや優れていると思う あまり関係ないと思う 全然関係ないと思う
ピアノ技能の高さ
41% 34% 23% 2%「ない」と回答
40% 22% 29% 9%「ある」と回答







































23% 38% 37% 1% 1%「ない」と回答














7% 33% 58% 2% 0%

















































9% 35% 43% 12% 1%「ない」と回答
1%11% 32% 47% 9%




10% 33% 48% 9% 0%
11% 31% 47% 9%
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